
宇田川さとし

　新型コロナウィルス対策はもとより、災害対策、区庁舎の移転、街づくりや葛西臨
海公園の利活用など、都と区の連携が必要な取組は宇田川さんと二人三脚で実行して
きました。
　区内産業の活性化、高齢者や障害児者等の福祉施策、子供子育て応援や芸術スポー
ツ振興等も互いに相談をしながら前に進めています。
　江戸川区の発展に不可欠な人です。

江戸川区長 斉  藤　 猛

江戸川区民の皆様へ
　ゼロメートル地帯が七割を占める江戸川区。水害か
ら命の危機を救いたい思いで都議会議員に立候補し、
以来15年以上にわたって水害対策に力を入れてまいり
ました。議会において様々な政策提言を行い、防災・
減災、避難場所の確保、避難経路の確保、復旧復興の
取組など確実に施策を実行してきた実績があります。
　災害対策はもとより、中小企業支援、雇用対策、福
祉、子育て、教育や文化、人にやさしい街づくりなど、
やるべき課題は山積しています。これからも区民・都
民の皆様のお役に立てるよう引き続き都政の中で全力
を尽くしてまいります。
　先人が築き上げた江戸川区、私はそれを受け継ぎ守
り、より発展させて若い世代にバトンを渡したい。子
供さん達の将来未来に向け、今なお不足している対策
を確実に進めてまいります。
皆様のご理解とご支援をなにとぞよろしくお願いいた
します。

自由民主党公認・都議会議員候補

　先人が築き上げた江戸川区、私はそれを受け継ぎ守
り、より発展させて若い世代にバトンを渡したい。子
供さん達の将来未来に向け、今なお不足している対策

皆様のご理解とご支援をなにとぞよろしくお願いいた 現職・都議会議員
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◆江戸川区立葛西小、駒場東邦中・高、
　東京都立大学(法学部法律学科)卒

◆民間会社勤務の後、衆議院議員公設秘書
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☆江戸川区のランドマークとして一大観光スポットに！

♦カヌースラロームセンターの誘致　　♦カフェレストランの整備
♦ベンチ、トイレや照明の改修　　　　♦海水浴場としての整備
♦園内のバリアフリー化　　　　　　　 　　等々を行ってきました。

これまでの
実績

♦レジャープールの新設（更衣室やシャワールームの共有で海水浴場ともリンク）
♦スラロームセンターをラフティング等のレジャー利用も 
♦カフェレストランの増設
♦ローラーパークなどのスポーツ施設を新設
♦水族園をリニューアル　♦ミニ動物園+ポニーランド等を計画します。

これからの
取組

葛西臨海公園はいまでも多くの人に親しまれる公園ですが、
小さなお子さんから高齢者の方まで誰もが、もっと気軽に
もっと楽しく過ごせる公園にしていきたいと思います。

♦カヌースラロームセンターの誘致　　
♦ベンチ、トイレや照明の改修　　　　これまでの

葛西臨海公園はいまでも多くの人に親しまれる公園ですが、
小さなお子さんから高齢者の方まで誰もが、もっと気軽に
もっと楽しく過ごせる公園にしていきたいと思います。

葛西臨海公園を水辺の総合レジャーランドへ

堤防決壊 ３つのメカニズム
① 浸透
堤防内で水位が上昇 川の水が浸透 川裏側が崩れる

② 侵食・洗堀
侵食 堤防がすべる 川表側が崩れる

③ 越水
越流する 法尻が崩れる 川裏側が崩れる

のりじり

水害対策に確かな実績
「水害対策」と一言でいっても水害の種類によって対策はそれぞれに
変わります。そのことをご理解いただいたうえで、今までの取り組み、
今後の施策を紹介します。
水害とは…主に ①津波 ②高潮 ③内水氾濫 ④堤防決壊 があります。

①津波・②高潮対策 ▶▶▶ 葛西臨海公園は高規格堤防(スーパー堤防)
として整備しました。その結果、満潮時より８ｍ高い波がきても
内陸部に海水が侵入することはありません。

②内水氾濫対策 ▶▶▶平成25年の台風被害によって西葛西、北葛西地
区などで床上浸水があった事を受け、グレーチング(格子蓋)や下水
管および貯留管の再整備を行い、それ以降は浸水していません。

③堤防決壊 ▶▶▶ 江戸川等の大河川においては、新たな被害想定に基づき堤防の耐震化、堤防内の浸水を防ぐための
矢板の設置、また高規格堤防などの整備を行ってきました。全てが完了いたわけではありませんので引き続き整
備を行っていきます。

避難所整備等 ▶▶▶ ①都立篠崎公園の高台化を提案し、事業化の為の調査に着手しました。②柴又街道先の江戸川へ
の架橋を千葉県とも連携しながら進め、来年度の事業化が決定しました。③国の「高台まちづくり推進方策検討
WG」でのモデル地区に船堀駅周辺を提案し決定しました。④都営住宅の空き部屋を避難所利用します。

　ほかにもハード、ソフトともに対策を実行、実現してきました。

これまでの実績

様々な水害対策の取組を進めていますが、昭和22年カスリーン台風時のような河川上流
部での決壊による被災は都や区では防ぐことができません。

これからの取組

・避難場所の確保…堤防の高規格化、都立公園の高台化、学校体育館を上の階に整備、公共建物の解放、都営住宅
の空き部屋利用などで垂直避難する。安全な地域の親類宅や宿泊避難における補助制度(今年度より区が施行)な
どを利用して広域避難する。

・避難経路の確保…千葉県境の柴又街道延伸先に架橋(来年度事業化)、道路歩道のバリアフリー化、高速道路への
スロープ設置による経路の確保、ハザードマップの充実等により避難場所への経路を確保します。

・要支援者への支援…高齢者や障害児者などの災害時要支援者(災害弱者)には民生児童委員や消防団員等がマン
ツーマンでつきそい避難所へ送り届けるシステムを作ります。

・復旧復興…堤防で囲まれた江戸川区は浸水すると洗面器のような状態で水が溜まります。ポンプでの汲出しが必
要ですが現状では2週間もかかるため、3日～5日程度で復旧作業に入れるよう下水機能の強化とともに排水ポ
ンプの機能強化をします。

　復旧までの間の生活場所の確保が必要です。応急仮設住宅を迅速に提供できるようJKKや不動産業者等とも連携
しつつ、建設候補地の選定、候補地における配置計画の策定、契約事務訓練等を実施していきます。

・高規格堤防(スーパー堤防)とは ▶▶▶ 堤防高さの30倍ほどの幅を持ち、浸食、浸透による決壊を防ぐ堤防です。
河川全体を整備するには年月費用が掛かるため無駄だという声がありますが、1㎞整備するだけでも数万人の避
難所となりうるので、命を守る高台として重要な役割を果たします。

☆防ぐことができない時はどうすればいいの？  それは避難(広域・垂直)です


